
令和８年度　東陽中学校区小中一貫教育　構想図

　テーマ　及び　目標　　　確かな学力と豊かな心、健やかな身体の育成を目指す

　　　　　　　　　　　　「9年間を見通した」教育体制の確立

【　重点目標　】

　(1)新大分スタンダードに基づいた授業改善（知）

　(2)豊かな子ことをはぐくむ実践（徳）

　(3)自らの健康・安全をはぐくむ活動の実践（体）

【研究テーマ】

　　　豊かな心を持つ児童生徒の育成

　～互いのおもいを伝え合い、認め合う活動を通して～

［確かな学力］、［豊かな人間性］、「健康と体力」の３つの要素からなる力であり、義務教育９年間を見通した

教育体制を確立することで、効果的に子どもたちに身に着けさせることができる。

 自らの成長に見通しを持つことができる。

　　・中１ギャップの解消

　　・先輩へのあこがれや先輩としての自覚

　　・役割や責任感、自己有用感等の涵養

　９か年を見通した指導の充実が図れる。

　　・目指す子ども像に向けた取組の充実

　　・小中の系統性を踏まえた授業実践　など

　　〇授業に集中し、しっかりと考える児童・生徒（知）

　　〇友達と助け合い，励まし合い、教え合って互いに切磋琢磨する児童・生徒（徳）

　　〇自分の身体や健康に関心を持ち、生活を向上させようとする児童・生徒（体）

現状から見た課題をもとに　⇒　目指す子ども像

家庭、地域や関係機関の方々

との組織的な連携

学校裁量予算及び社会教育施設

や物品等の有効活用

地域における既存の行事や取

組との連携

ホームページの定期的な更新や通

信の配布　等

　地域と学校の中での子どもたちの成長を見

ることができる。

　　・作品、発表等での成果　・家庭での言動

　地域と学校の結びつきを実感できる。

　　・日常(地域)を素材とした学習

　　・地域人材の活用

【経営資源の活用】

人 もの こと 情報

「生きる力」とは

地域にとって

家庭にとって

子どもにとって

教師にとって

小中一貫教育において、３領域部会と教科部会に

よる重点目標に関する取組を推進する。

◎小中一貫教育及び校内研修と連動した授業改善により、子ども

が主体となる一体的（目指す生徒像）な学びを実現させる。特に、

伝え合いや認め合い（協同的な学び）を通して支援的な風土を醸

成し、よりよい人間関係築くことで、豊かな心が育成される。ま

た、相乗効果として学びを自分事としてとらえることができるよ

うになり、学力の向上が図れることを意図している。

□授業参観や提案授業 □乗り入れによる授業交流

◎行事や児童・生徒会活動を通した交流や共通した取組を積極的

に実施することで、互いの立場を意識した姿勢や態度の成長が期

待できる。

◎教職員が目的を理解し、それぞれの立場（領域部会、教科部

会）で、小中一貫教育の趣旨を意識した学びを促す。

◎児童・生徒の情報交換を促進する（場を設定する）。

□教育課程の編成 □合同授業研究会 □小中連絡会 等

◎生徒の状況を効果的に発信して共有していく。

□学級・学年通信等 □ホームページ □すぐーる

□保護者関連会議 □学力向上会議、学校運営協議会 等

◎学校の教育活動に興味を持ち、積極的に参加していただく。

□保護者参観 □学校公開日 □学校サポーター 等

◎地域を学習の場とした体験活動等を積極的に実施する。

□地域調べ・職場訪問 □職場体験活動 □ボランティア活動 等

◎家族や地域との交流の場を効果的に活用する。

□各種学校行事 □部活動の見学や発表会 □授業参観 等


